
　

■水無月

◆
八
月
の
歳
時
記
◆

先
人
た
ち
の
戒
め
に
学
ぶ

『
自
然
災
害
伝
承
碑
』

日
本
列
島
は
、
そ
の
複
雑
な
地
形
か
ら
四
季
折
々
の
美
し
い
絶
景
が
数
多
く

あ
り
、
そ
れ
が
魅
力
で
も
あ
る
反
面
、
自
然
の
脅
威
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き
て

き
た
過
酷
な
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
先
月
の
熱
海
市
で
起
こ
っ
た
土
石
流
や
熊

本
の
水
害
な
ど
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
は
私
た
ち
の
先
祖
が
、
そ

の
被
害
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
文
字
を
刻
み
戒
め
と
し
て
残
し
て
く
れ
た
石
碑

が
、
各
地
に
存
在
し
て
い
る
の
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
当
時
の
悲
惨
な
状
況

や
、
「
津
波
は
こ
こ
ま
で
来
る
！
こ
こ
か
ら
下
に
は
家
を
建
て
る
な
！
」
な
ど

石
に
記
さ
れ
た
先
人
た
ち
の
思
い
は
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
も
っ
て
迫
っ
て
き

ま
す
。
私
た
ち
が
住
む
尼
崎
市
に
も
近
い
将
来
、
東
南
海
地
震
が
来
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
１
６
７
年
前
、
ま
さ
に
南
海
地
震
を
経
験
し
た
先
人
た
ち
の

言
葉
を
あ
ら
た
め
て
胸
に
刻
む
べ
く
、
こ
こ
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
大
阪
市
大
正
区
の

大
正
橋
の
橋
の
た
も
と
に
安
政
南
海
地
震
（
１
８
５
４
）
の
翌
年

に
建
て
ら
れ
た
「
大
地
震
両
川
口
津
浪
記
」
の
石
碑
よ
り
）

『
地
震
で
家
は
崩
れ
出
火
も
生
じ
た
。
本
震
か
ら
２
時
間
を
経
過
し
た
日
暮
れ
、

大
津
波
が
押
し
寄
せ
、
安
治
川
、
木
津
川
に
山
の
よ
う
な
大
波
が
入
っ
て
き
た
。

（
河
川
津
浪
と
思
わ
れ
れ
る
）
避
難
の
た
め
大
勢
の
人
が
乗
り
込
ん
だ
船
が
上

流
に
押
し
流
さ
れ
橋
に
あ
た
っ
て
転
覆
。
橋
は
落
ち
多
く
の
船
が
折
り
重
な
り

多
く
の
死
者
が
出
た
。
今
よ
り
１
４
８
年
前
の
大
地
震
の
節
も
小
舟
に
乗
り
津

浪
で
多
く
の
溺
死
者
が
出
た
の
に
、
こ
れ
を
言
い
伝
え
る
人
が
少
な
く
な
り
、

む
ざ
む
ざ
と
同
じ
よ
う
に
船
に
乗
っ
て
多
く
の
死
者
を
出
す
事
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
将
来
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
地
震
が
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
地
震

の
時
は
い
つ
で
も
津
波
が
起
き
る
事
を
知
っ
て
お
き
、
決
し
て
船
に
乗
っ
て
は

い
け
な
い
。
火
の
用
心
肝
要
な
り
。
』
そ
し
て
最
後
に
は
、
『
こ
の
石
碑
の
意

義
を
理
解
し
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
、
文
字
が
い
つ
ま
で
も
人
々
が
読
み
や
す

い
よ
う
に
、
ど
う
ぞ
毎
年
墨
を
入
れ
て
欲
し
い
。
』
と
結
ん
で
い
ま
す
。
無
念

さ
と
、
後
世
に
同
じ
過
ち
を
起
こ
さ
せ
ま
い
と
す
る
当
時
の
人
々
の
強
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
（
現
在
、
こ
の
石
碑
の
文
字
は
、
建
立
者
の
子
孫
が
毎

年
墨
を
入
れ
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
）

し
か
し
今
、
不
吉
だ
、
資
産
価
値
が
下
が
る
な
ど
と
勝
手
に
移
動
さ
せ
ら
れ

た
り
す
る
石
碑
も
あ
る
中
、
一
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
出
し
た

広
島
に
お
い
て
、
被
災
地
に
あ
っ
た
石
碑
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
を
機
に
国
土
交

通
省
が
各
地
の
「
自
然
災
害
伝
承
碑
」
の
情
報
を
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
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またまたの快挙です！「穴場だと思う街」１位に三

年連続「ＪＲ尼崎」が選ばれました。このランキング

は関西の２０歳～４９歳の男女を対象に「交通・生活

利便性が高く家賃や物価が割安なイメージがある街」

を集計したものですが、残念ながら「住みたい街」に

は未だランキングされていません。泣 しかし最近、

ＪＲ尼崎がさらに進化していくのではと確信できる?

動向がみられるのです。

６月末、ＪＲ尼崎駅前のショッピングモールに、高

級スーパーで有名な「成城石井」が、「住みたい街」

ランキング常連組の“芦屋”“夙川”“西宮北口”な

どに続き出店されました。また「ＡＢＣマート」も増

床と、かなり積極的なリニューアルが行われました。

全国に展開するこれらの店舗が、しっかりしたマーケ

ティングのもと出店に至ったのは言うまでもなく、Ｊ

Ｒ尼崎の将来性や住民の嗜好などを精査した結果と推

察されます。駅構内にある高級スーパー「パント

リー」もしっかり根付いた感があり下町のイメージが

先行する尼崎ですが、高級志向のニーズがＪＲ尼崎に

は確かにある事がわかります。おしゃ

れと下町情緒が混在した多様性のある

街ってなかなかお目にかかれませんよ

ね。ちょっとワクワクしませんか？

十

一

月

葉

月
パストラール尼崎

頑張れ！ヤマボウシ

月

八

月

三冠達成！「ＪＲ尼崎」

皆さま、お気づきでしょうか？パストラール尼崎

のエントランス左脇に、昨年末、新しい樹木が１本

植樹されたのを・・・この場所は北向きな上、建物

のひさしがせり出しているため殆ど陽が当たらず、

樹木からすれば、ここはもう修行の場でしかありま

せん。汗 その過酷な場所に、今回選ばれた木は、

その名も『ヤマボウシ』。植木屋さん“イチオシ”

の強い樹木『ヤマちゃん』は期待を一身に背負いパ

ストラールのシンボルツリーとしてデビュー。しか

し越冬する『ヤマちゃん』の姿は、陽の当たらない

北向きの場所で息も絶え絶えの様子で、その姿は修

行僧そのもの。汗 それでもか細い身体ながら『ヤ

マちゃん』は何とか春を迎えます。けれど青葉の季

節になっても濃い緑の葉はお世辞にも美しいとは言

えず『ヤマちゃん』への期待はいつしか諦めに変

わっていきました。 そして６月・・・そんな『ヤ

マちゃん』に変化が訪れます。白い花がポツポツと

咲き始めたのです。木はいつしか光を求めるように

前傾姿勢になり、花も光の当たる片側だ

け咲かせています。図鑑でみるより少し

貧相だけど、ここで花を付けてくれた事

が何より嬉しく、思わずこう声援を送る

のでした。「頑張れヤマちゃん！」


